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世界伐木チャンピオンシップ総合順位６位の本学教員が 

「チェンソー技術交流・コンテスト」で技術を披露します 

  

先月９月１９日から２２日にかけてオーストリア（ウィーン）で開催された「第３５回世界伐木

チャンピオンシップ（※１）」において、本学・杉本和也
す ぎもとか ずや

准教授（※２）が、日本人最高位となる

総合順位６位となりました。 

このたび、「ぎふ森の恵み感謝祭」の会場内で開催される「チェンソー技術交流会・コンテスト

（※３）」において、杉本准教授による伐木技術を披露するデモンストレーションを行います。 

 

記 

 

１ 日 時 チェンソー技術交流・コンテスト 

令和６年１１月３日（日・祝） 開会式１０：００～１５：４５閉会式 

 

２ 会 場 岐阜メモリアルセンター 芝生広場 

［岐阜市長良福光大野 2675-28］ 

 

３ 内 容 杉本准教授のデモンストレーション時間 

１）伐倒競技（１０：１５～１０：３０） 

          ・地面に立てた木に対して、３分以内に目標に向けて受け口・追い口を作る 

 

２）合わせ輪切り競技（１３：００～１３：１５） 

  ・地面から５０㎝程度の高さで横向きに据えられた丸太を垂直に上下から 

切り出し３～８cmの厚さに輪切りにする 

 

４ その他   本コンテストは、岐阜メモリアルセンターで開催する「ぎふ森の恵み感謝祭」の

会場内で実施します。

https://www.pref.gifu.lg.jp/site/pressrelease/394828.html 
 

 

 

11/1 中止 「ぎふ森の恵み感謝祭」の中止に伴い中止します 

 

https://www.pref.gifu.lg.jp/site/pressrelease/394828.html


（※１）世界伐木チャンピオンシップ（ＷＬＣ）  

  主催：世界伐木チャンピオン協議会 

・４０年以上の歴史を持つ由緒ある林業技術の大会で、林業技術及び安全作業の向上並び

に林業の仕事を広く一般に広め、林業の社会的地域向上を図ることを目的に開催されて

いる。 

・近年は隔年で開催されヨーロッパを中心に約３０ヵ国、１００名を超える選手が参加し

ており、日本は２０１４年にＷＬＣ加盟国として登録され、同年の第３１回大会から、

正式な日本国代表としてＷＬＣ出場選手を送り出している。 

 

  

（※２）杉本和也准教授（４０歳） 

   経  歴 平成２２年１０月 岐阜県立森林文化アカデミー助教 

        平成２６年４月  岐阜県立森林文化アカデミー講師 

        令和３年４月   岐阜県立森林文化アカデミー准教授 

（現在に至る） 

専  攻 林業専攻 

   専門分野 林業における生産システムや森林作業における生産管理等が専門分野など 

受 賞 歴  2024年 第５回日本伐木チャンピオンシップ プロフェッショナルクラス 第３位 

          2023年 日本伐木チャンピオンシップ in鳥取 プロフェッショナルクラス 優勝 

2022年 第４回日本伐木チャンピオンシップ プロフェッショナルクラス 準優勝 

 

※2024年 第 35回世界伐木チャンピオンシップ総合順位６位（日本人最高位） 

2022年 第 34回     〃       総合順位 11位 

 

（※３）チェンソー技術交流会・コンテスト 

  主催：森のジョブステーションぎふ 

    ・森林技術者や農林高校生がチェンソーを使って木を伐る技術を競うコンテスト 

    ・参加者数・・プロフェッショナルクラス１０名（県内林業事業体の森林技術者） 

           アカデミークラス     ７名（アカデミー学生や県内農林高校生） 

 

 

＜チェンソー技術交流・コンテスト会場 案内図＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 


